
研究テーマ

一人一人が未来の創り手となる
豊かな学びの創造



「豊かな学び」の実現のために…

研究の内容について

「豊かな学び」のためにまず必要なのは，学校における児童生徒の学びの先にある，豊かな未来
とのつながりをイメージすることです。例えば，

「今日の授業の内容は，社会生活の中でどのように役立つのだろうか。」
「この学校行事で高めたい児童生徒の力は，未来のどのような場面につながるのだろうか。」

という視点で，学校におけるすべての学びを見つめ直し，児童生徒の豊かな未来にどのような力
（資質・能力）が必要なのか見通し，その育成のために学びをどのようにデザインすれば豊かにな
るのかを考え続けます。このようなプロセスで「豊かな学び」を実現することによって，学校にお
ける様々な学びが学校の中で閉じることなく，社会に開かれた学び，社会に開かれた学校づくりに
つながっていくと考えられます。

本年度の研究は３年間の研究における２年目にあたります。新学習指導要領の趣旨を踏まえ，
「未来の創り手」に成長する児童生徒の姿をイメージし，「豊かな学び」の具体的な姿や「豊か
な学び」を実現するための手法について研究を行っていきます。

〔研究テーマ〕

一人一人が未来の創り手

変化が激しく予測が困難なこれからの時代では，一人一人が未来の創り手となって，豊かな

未来（持続可能な社会や一人一人の豊かな人生）を実現していくことが必要になります。熊本
県立教育センターでは，そのために必要な，児童生徒の豊かな未来につながる学びを「豊かな
学び」として，研究を行っています。

① 学校における児童生徒の学びの先にある豊かな未
来とのつながりをイメージする。

② 豊かな未来の実現のためにどのような資質・能力
が必要なのか，見通す。

③ 必要な資質・
能力を育成する
「豊かな学び」
をデザインする。

④ 児童生徒の学びの姿や育成
された資質・能力について振
り返りながら，学びを改善し
ていく。



研究へのアプローチ

新学習指導要領では，育成を目指す資質・能力を次のように示しています。

(1) 教科等の枠組みを踏まえて育成を目指す資質・能力
(2) 教科等横断的な視点に立った資質・能力

① 学習の基盤となる資質・能力
② 現代的な諸課題に対応して求められる資質・能力

本研究では，(1)を教科等の資質・能力の育成チームで，(2)を教科等横断的な視点に立っ
た資質・能力の育成チームで，(1)や(2)の育成のための学校経営を学校経営チームで，それ
ぞれの研究協力校や研究協力員との共同研究を通して明らかにしていきます。
また，テーマ研究に加えて，学習指導要領改訂のキーワードとなる内容について，教育

現場の課題に応える課題研究も行っています。

〔研究テーマ〕

となる豊かな学びの創造

研究の検証について

テーマ研究については，次
の３つの問いに基づいて検証
します。

①「豊かな学び」が実現
できたか。

②「豊かな学び」を意識
することで，児童生徒
の学びがどのように変
化するのか。

③「豊かな学び」を意識
することで，児童生徒
の資質・能力がどのよ
うに育成されるか。

①②については，「主体
的・対話的で深い学び」の３
つの視点を基に作成した「学
びについてのアンケート」
（右図）を用いて検証を行い
ます。
③については，各チームご

との成果と課題を踏まえて検
証します。

学びについてのアンケート（児童生徒用）



学校教育目標の実現につながる資質・能力を育む
カリキュラム・マネジメント

テーマ研究

玉水小学校
の取組

学校経営

○児童生徒の豊かな未来を実現できるようにするために，
学校におけるすべての学びをつなぎ，学校教育目標の
実現に向かうものにする必要があります。

○そのためには，まず学校教育目標に込められたビジョ
ンを全職員が共有し，それを踏まえたＰＤＣＡサイク
ルを確立した上で，学校におけるすべての学びを豊か
なものにしていきます。

学校教育目標の意識化・共有化を図るた
めにワークショップを行い，教育課程及び
教育活動を具体化するとともに，評価方法
を明らかにして学校教育目標の実現に向か
うようにします。

Ｐ

Ｄ Ｃ

Ａ

次年度に向けた教育課程，教育活
動計画の改善の見通しを全職員で持
ちます。

学校教育目標の総合
的な評価を行います。

・教育活動評価
・授業評価

等

学校
教育目標
の実現

学校教育目標の実現に
向け，それぞれの教育活
動において，計画，実践，
評価，改善のサイクルを
確立します。

・委員会活動の活性化
・教科等横断的な取組
・校内研修を中心とした
授業改善

http://es.higo.ed.jp/tamamizu/album/
http://es.higo.ed.jp/tamamizu/album/


教科等横断的な
視点に立った

資質・能力の
育成

学校教育目標の実現につながる資質・能力としての
「表現力」「思いやり」等を高めるための取組

菊水中学校
の取組

これからの社会で必要になる資質・能力としての
「論理的思考力」「表現力」を高めるための取組

熊本西高等学校
の取組

理科（地学）と数学科の合科的な指導を行いました。地震の単元で，
地震の波の伝わり方について調べる際に，数学の教師が図形の性質を
説明し，理解を深めた上で活動に入りました。互いの専門性を生かし
て，充実した学習活動を行っています。

生徒会が中心となって「表現力」「思いやり」についてさらに考え，「分かりやす
く説明する力」「自分から質問する力」「周りを見て判断し，行動する力」として具
体化しました。生徒集会を通して全校生徒で共有するとともに，研究授業においては，
各クラスの代議員も授業を参観し，「学びの頑張りシート」を用いて，具体化した３
つの力の視点からアドバイスを行っています。

学校教育目標の実現を目指して，全職員でワークショッ
プを行い，「表現力」「思いやり」等の資質・能力を設定
しました。各教科等の担当は，各教科等の資質・能力の育
成を目指すだけでなく，「表現力」「思いやり」の育成に
つながる共通の学習活動を授業に取り入れ，実践を重ねま
した。また，生徒とも連携して，学校全体で資質・能力の
育成に取り組みました。

教科等の枠組みを超えて「論理的思考力」
「表現力」を高めるために，各教科等におけ
る論理的思考力育成のためのルーブリックを
作成し，生徒と共有しました。
また，教科担当の専門性を生かした合科的

な指導にもチャレンジし，教科の枠組みを超
えた論理的思考力の育成を目指しました。

○新学習指導要領では，教科等の資質・能力だけでな
く，「教科等横断的な視点に立った資質・能力」を
育成する重要性についても述べられています。

○特に，教科等横断的な視点に立った資質・能力は，
各教科等の資質・能力の育成を支えたり，諸課題に
対処したりする働きだけでなく，学校教育目標を実
現するための役割も持っていると考えられます。

○教科等横断的な視点に立った資質・能力を育成する
ためには，教科等の枠組みを超えた学習活動の共通
実践や合科的な指導などの取組が有効です。



教科等の
資質・能力の
育成

学びを実感する振り返りの工夫研究の視点②

「見方・考え方」に着目した問いの工夫研究の視点①

○各教科等の授業における学びが，その教科の本質を踏まえ，
これまでの学びや現実的な文脈と結び付くことで，深い学
びになることが必要です。

○本年度は，各教科等の授業における学びが，児童生徒の豊か
な未来にどのようにつながっているのかという視点や，授業
改善の視点である「主体的・対話的で深い学び」を踏まえた
上で，次の２つの視点を設定して「豊かな学び」の実現を目
指しました。

小学校４年生（図画工作科）：「山都の景色『い
いね！』ポイントを２つ以上さがしてみよう。」と
いう問いで，造形的な見方・考え方を働かせながら
気付きを出し合い，他者との対話から自らの考えを
深め，鑑賞する力を高めています。

中学校３年生（国語科）：「合意形成のために必要な話合い
の進め方」について繰り返し振り返ることで，様々な話合いの
進め方の特徴を実感させ，話合いの進め方を意識しながら合意
を形成する力を高めています。

見方・考え方は「教科の本質」で
あると同時に「未来につながる」も
のでもあります。問いの工夫によっ
て児童生徒が見方・考え方を働かせ
ることで，それぞれの教科領域の学
力を高めるだけでなく，「豊かな学
び」にすることができます。

「問い」の工夫によって，見方・考え
方が働く学びが実現できたとしても，児
童生徒が自身の学びの価値を自覚するこ
とができなければ，学びを本当に豊かな
ものにすることはできません。そのため
に，学びを自覚化させ，価値付けていく
振り返りの工夫が重要になります。



情報教育

２０２０年度より，プログラミング教育が必修化されます。
しかし，授業実践が少なく，「プログラミング教育は難しそ
う」「教科でどのように取り組めばいいの」などの声が聞かれ
ます。
今回，算数科，音楽科，家庭科，総合的な学習の時間におけ

るプログラミング教育の実践を行い，実践事例集として整理し
ました。実践事例集を公開し，授業展開案・ワークシート等を
各学校の実態に応じて活用していただくことで，プログラミン
グ教育の推進を目指しました。

課題研究

○テーマ研究に加えて，学習指導要領改訂のキーワードとなる内容につい

て，教育現場の課題に応える研究を行いました。

実
践
事
例
動
画
の
例

実態把握と目標設定のプロセスにつ
いての動画

指導計画作成・実践・評価のプロセ
スについての動画

特別支援
教育

今日，特別支援教育において「自立活動」の重要性が高まっていますが，どのように自立活
動の指導を進めればよいのか，具体的なイメージが持ちにくいという声も聞かれます。

今年度の課題研究では，研究協力員と協力して，自立活動の指導の具体的な実践場面につい
て資料を作成しました。その他実践レポートを加えた合計１０本の動画やレポートを「自立活
動の実践事例集」として作成し，特別支援学級担任等の専門性の向上のために，校内研修や自
己研修等において活用できるように熊本県立教育センターのホームページに掲載しました。



研究のまとめ
本年度の研究について，次の３つの問いに基づいて検証しました。

①「豊かな学び」が実現できたか。
②「豊かな学び」を意識することで，児童生徒の学びがどのように変化したか。
③「豊かな学び」を意識することで，児童生徒の資質・能力がどのように育成されたか。

①については，児童生徒アンケートの項目２「授業で学ん
だことが，自分の将来につながると考えている」に基づいて
検証しました。全体では＋0.15ポイントとわずかな伸びに留
まりました（図１）。未来とのつながりがイメージしやすい
学習内容の授業では大きな伸びが見られたことから，学習内
容と未来とのつながりを児童生徒に実感させるための工夫が
大切であることが分かりました。教科等の特性を踏まえて，
どのような工夫が必要か，今後，さらに検証していきたいと
思います。

②について，最も大きな変化が見られたのは児童生徒アン
ケートの項目11「各教科等の授業の中で，見方・考え方を働
かせながら学習に取り組んでいる」でした（図２）。各教科
等の見方・考え方を意識した問いの工夫や，見方・考え方の
観点に基づいた振り返りシートの工夫等が有効に働いた結果
であると考えられます。
一方で，「深い学び」の観点に関する項目（項目11～15）

については，「伸びた」と感じている教師と児童生徒との感
じ方の違いが大きいことが分かりました。何を学んだのかを
児童生徒に自覚させるための振り返りの工夫について，今後，
さらに検証していきたいと思います。

③については，「資質・能力の育成を通じて学校教育目標の実現に近づいていく」という意
識を持って，学年や教科等の枠を超えて取り組んだり，教師と生徒が目標を共有して取り組ん
だりすることによって，学校における様々な活動を「学校教育目標の実現」というひとつの方
向につなげることができるようになりました。
各教科の授業においても，「試行錯誤しながらコミュニケーションをとろうとする姿が見ら

れた」「学びがつながるようになり主体的な態度が見られるようになった」等の声が聞かれる
ようになりました。
（※ 詳しくは本センターホームページに掲載されているそれぞれの「研究のまとめ」を御覧ください。）

研究全体を通して，次のことが見えてきました。

① 豊かな学びを実現するためには，各教科等の学びが児童生徒の未来にどのようにつな
がっているのか，まず，教師がイメージすることが大切であること。

② 児童生徒の学びの深まりを，児童生徒に自覚させたり，学びを次の活動につなげたり
していけるような，振り返りの工夫が必要であること。

③ 豊かな学びの実現に向けた取組を学校全体で行うことで，より効果的，かつ効率的に
必要な資質・能力を高めていくことができること。

このような点を踏まえながら，次年度の研究につなげていきたいと思います。

図１

図２


